












のうち 5 作、『恋人たち（Die Verliebten）』（1928/1999）iii、『明
日の朝 9 時に（Morgen um Neun）』（1932/2008）、『クレー姉妹
（Die Schwestern Kleh）』（1933/2013）、2016年には『豪華客船
（Luxusdampfer）』iv（1932/2016）が再出版され、そして本稿で






Verschiedene Leben in Wien nach dem ersten Weltkrieg













（“A little lower than the Angels”）vi』（2011）、ギーナ・カウス
の生涯と彼女の創造活動を総合的にとらえようと試みたヴェロ
ニカ・ホーフェネーダーの『ギーナ・カウスの創造的宇宙（Der 
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